
様式１ 

令和４年度学校評価報告書 

渋谷区立松濤中学校 

 

 

 

 

 

令和４年度 学校評価報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年２月１５日 

渋谷区立松濤中学校 

 

 



様式１ 

令和４年度学校評価報告書 

渋谷区立松濤中学校 

1 

 

（１）新たな学びの実現 

【ア】 自己評価 

重点目標 

①主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

②ＩＣＴ教育についての研修と推進 

③持続可能な開発目標（SDGs）への取組（シブヤ科） 

④グローバル人材の育成 

評価指標 取組内容（具体的に） 評価 成果 評価 

① 

アンケートにおいて、授業が分
かりやすく自ら意欲的に学習
活動ができたと回答した生徒
が 70％を上回る。 

「学ぶ」こと自体に興味や関心がもてるよう
に働きかけ、特に、５教科については、学習
者用デジタル教科書を活用した授業を展開
した。 

A 

12 月の授業アンケートにおいて、90％
近くの生徒が、「授業が分かりやすく意
欲的に取り組むことができた」と回答
した。日々の授業研究の成果と言える。 

A 

② 

ＩＣＴを活用することで、生徒
自らの理解度を把握し、自分に
適した課題に取組むことがで
きる授業を実践する。 

生徒がＩＣＴを自在に使いこなすことがで
きるよう、授業中はもちろん、様々な学習場
面で活用できるよう、指導方法を工夫した。 A 

学習者用デジタル教科書を活用した授
業改善を行い、使いたい機能を生徒自
ら選択するなど家庭意欲の向上がみら
れ、主体的に学習する姿勢が身に付い
た。 

A 

③ 

答えのない課題を追究するこ
とで、自ら進んで最適解を求め
ようとすることができる生徒
を育成する。 

「シブヤ科」において、多くの情報から何が
必要で大切かを判断し、他者と協働しながら
問題を解決し、新たな解決策や価値を生み出
すことができるよう授業を展開した。 

B 

SDGs について各学年で課題を設定
し、「調べる」「体験する」「発信する」
というプロセスのもと、協働的な学習
を行い、自分事として未来を創造しよ
うとする姿勢がみられた。 

B 

④ 

多様な文化や価値観に触れ、グ
ローバルな舞台で活躍するた
めに必要な広い視野と確かな
国際感覚を養う。 

English Camp、ミクロネシア国際交流事業
をとおして、コロナ禍における ALT とのコ
ミュニケーションや海外の生徒との協働学
習を実践した。 

A 

コロナ禍において、対面で実現できな
かった事業においてもより内容が充実
し、多文化共生の精神の涵養と協働す
る力が身に付いた。 

A 

A＝十分達成できた B=おおむね達成できた C=未達成 

【イ】 学校関係者評価 

取組に対する

評価 

成果に対する

評価 

学校関係者委員会の見解について 

A A シブヤ科において、生徒の身近な課題から追究し成果がわかる指標があるとよい。 

学校の自己評価は、A＝適正である B=おおむね適正である C=適正ではない 
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（２）安心・安全に挑戦できる環境 

【ア】 自己評価 

重点目標 

①いじめを許さない学校づくり 

②インクルーシブ教育の推進 

③豊かな情操と規範意識の育成 

④生徒の成長と人権教育の推進 

評価指標 取組内容（具体的に） 評価 成果 評価 

① 

いじめ未然防止のために、多様
性を認め合う態度を育成すると
ともに、誰にでも相談できる環
境を整備する。 

いじめに関する授業を校内で共通した授
業を展開するとともに、些細な事案でも情
報共有して、組織的に対応するよう努め
た。 

A 

全教員が小さなトラブルにも丁寧に対
応し、積極的にいじめを認知した。80％
近くのご家庭が「安心して学習に取り組
むことができている」と回答した。 

A 

② 

教育相談委員会において、必要
な配慮を講じながら、他の生徒
と共に学ぶことができる環境を
整備する。 

読むことに困難がある生徒に、定期考査に
ルビふりしたものを用意したり、タブレッ
ト端末で板書を撮影したりするなど、必要
な配慮を講じた。 

B 

一人一人の教育ニーズを把握し、適切な
指導及び必要な支援に繋げることがで
きた。平等な学び合いのために更なる環
境整備を進めていく。 

B 

③ 

道徳科の授業や様々な体験活動
をとおして、人と関わる力や規
範意識などを身に付け、思いや
りの心を育む。 

担任や学年の教員が組織的に道徳の授業
に関わり、課題について話合いをとおし
て、解決策や合意形成、納得解を得られる
授業を展開した。 

B 

授業の中で多様な考えと出会い、交流す
ることで、自分の感じ方や考え方を明確
にすることができた。今後は保護者や地
域との連携の在り方について考え、具体
化を図る。 

B 

④ 

学校全体として人権尊重の視点
に立った学校づくりを組織的か
つ効果的に推進する。 

教職員による厳しさと優しさを兼ね備え
た指導のもと、すべての教職員の意欲的な
参画と生徒の主体的な学級活動を促進し、
望ましい人間関係を形成した。 

A 

学校のきまりの見直しの過程について、
生徒自身が参画し、積極的に見直すこと
ができた。今後も生徒が健全な学校生活
を送り、よりよく成長できるよう実践を
する。 

A 

A＝十分達成できた B=おおむね達成できた C=未達成 

【イ】 学校関係者評価 

取組に対する

評価 

成果に対する

評価 

学校関係者委員会の見解について 

A A 学校のきまりを自分事として見直し、そのきまりを守ろうとする取組はよい。 

学校の自己評価は、A＝適正である B=おおむね適正である C=適正ではない 
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（３）校務ＤＸ（働き方改革） 

【ア】 自己評価 

重点目標 

①校務 ICT化の推進による教職員の負担軽減 

②学校業務の適正化と意識改革 

③スクールサポートスタッフの活用 

評価指標 取組内容（具体的に） 評価 成果 評価 

① 

アプリを活用した学校だよりの配
信などを充実し、印刷業務等を軽減
することで、生徒指導や教科準備な
どの時間を確保する。 

学校、区、PTA からのお知らせは原則、
Home＆School を使って配信した。ま
た、校内の連絡事項も Teams を活用し
たデータ配信を徹底した。 

A 

アンケートの集計は ICT を活用するこ
とで負担軽減につながった。また、アプ
リによる欠席連絡が定着し、勤務時間
前の電話応対が軽減された。学校から
の配信を確実に全員受信してらうため
の周知と協力を、継続的に行う。 

A 

② 

業務改善の推進と、次世代の学校づ
くりは、両輪として一体的に推進す
る。 

毎週水曜日は定時退勤の日と設定し
た。また、諸会議は設定した時間を超え
ないように、生徒の清掃活動や下校指
導の方法を見直した。 

A 

毎週水曜日の定時退勤が普遍化するこ
とが時間の意識につながり、他の曜日
においても業務内容にかかわらず、退
勤時間が早まった。さらに職務内容の
見直しとともに組織的な対応により、
負担軽減を目指す。 

B 

③ 

印刷業務や行事準備など教員でな
くても可能な業務をスクールサポ
ートスタッフが率先してできる環
境をつくる。 

スタッフが率先して教員業務が軽減す
るよう努めてくれた。また、スタッフ自
らすすんで教員へ働きかけることが増
加し、負担軽減は拡充した。 

A 

スタッフの運用によって確実に教職員
の負担軽減につながっている。ただし、
教員が休憩時間に適切な休憩が取得で
きるようスタッフの増員や勤務時間の
拡充を希望する。 

B 

A＝十分達成できた B=おおむね達成できた C=未達成 

【イ】 学校関係者評価 

取組に対する

評価 

成果に対する

評価 

学校関係者委員会の見解について 

A A ICT の活用により、一層の負担軽減を期待したい。 

学校の自己評価は、A＝適正である B=おおむね適正である C=適正ではない 
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（４）家庭・地域との協働 

【ア】 自己評価 

重点目標 

①学校運営協議会（SAMS 協議会）との連携と協働 

②保護者との連携強化 

③社会に開かれた教育課程の実現 

評価指標 取組内容（具体的に） 評価 成果 評価 

① 

学校運営協議会では、学校や生徒がど
のような課題を抱えているかなどの
実態を共有し、適切な情報発信に努
め、地域とともにある学校づくりを目
指す。 

委員は学校への具体的な支援を優先
に考え、適時適切に意見をいただい
た。学校もそれに応えるべく１つ１
つの事案について共有し、情報発信
に努めた。 

A 

対面による協議会を重ね、具体的な支
援をいただきながら着実に前進し、連
携を深めることができた。学校の課題
や現状にも傾聴し、協働しながら学校
運営を図ることができた。 

A 

② 

学校・学年通信やホームページ等を活
用して、適時に適切な教育活動に関す
る情報発信に努める。 

学校だよりや学年通信などを活用し
て生徒の功績を報告した。アンケー
ト機能を活用して保護者からコメン
トを入力してもらうことで、日頃か
ら保護者との連携を強化し、良好な
関係づくりに努めた。 

A 

定期的な配信を通して、情報共有がで
き、教育活動への理解が得られた。学年
通信の返信コメントが増加し、さらな
る連携を深めることができた。その結
果、学習や行事等において、学校と家庭
との在り方や協働しようとする姿がみ
られた。 

B 

③ 

「未来の渋谷」の創り手となるために
必要な資質・能力を育むために、未来
の学校の果たす役割やその姿を共通
理解する。 

夏季研修会として熟議を予定してい
たが、感染症予防のため実施は見送
った。熟議以外の場面で簡単な情報
共有の時間を設定し、意見交換を継
続した。 

B 

生徒会と委員が交流することで、生徒
の生の声を委員に届けることができ
た。地域社会との課題と向き合い、協働
した学校運営を構築するためには、地
域学校協働本部との連携をさらに強化
するとともに、Shoto Hands Junior の
運営を活性化させたい。 

B 

A＝十分達成できた B=おおむね達成できた C=未達成 

【イ】 学校関係者評価 

取組に対する

評価 

成果に対する

評価 

学校関係者委員会の見解について 

A A 校舎移転前に地域に根差した取組を一層充実させる必要がある。 

学校の自己評価は、A＝適正である B=おおむね適正である C=適正ではない   
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（５）特色ある教育活動 

【ア】 自己評価 

重点目標 

①英語教育重点校としての取組 

②渋谷区研究指定校としての取組 

③ＩＣＴを活用した生徒会・委員会活動の充実 

④ポジティブで積極的なデジタルの学びの推進 

評価指標 取組内容（具体的に） 評価 成果 評価 

① 

英検 IBA の結果が、第２、３学年
については「英検３級程度以上」、
第１学年については「英検４級程
度以上」が、７０％を上回る。 

４人の ALT が全員交代するという状況下
で、全校をあげて英語教育重点校としての
役割を確認し、取組んだ。英語活動の楽し
さを改めて追究し、実践を積んだ。 

B 

英検 IBA について、第３学年９１％、
第２学年７３％（３級程度以上）、第１
学年７９％（４級程度以上）に達成し
た。日々の英語教育の結果と言える。 

A 

② 

研究テーマを「学びの意義を理解
し、自ら学び続ける生徒の育成」
と設定し、学習をとおして自己の
成長を実感する自己有用感をもた
せる。 

学習者用デジタル教科書をプラットフォ
ームとして、多様なデジタル教材を関連付
けた。社会とのつながりを意識させた「シ
ブヤ科」を中心に、学び続けることで自分
の考えを深め、変容させることができる授
業を展開した。 

B 

情報の共有等を通して、生徒が互いの
考えを瞬時に知り意見交換するなど、
協働的な学びが促進された。また、自
分の考えを発表したり、記述したりす
ることが苦手な生徒にとっても、意欲
的に学習する姿がみられた。 

B 

③ 

授業以外の場面でもタブレット端
末を文房具のように使いこなし、
主体的にＩＣＴ機器を活用できる
生徒の育成を目指す。 

いつでもタブレット端末を活用できるよ
うに環境を整備し、「教員主体」の活用か
ら生徒自身で活用する場面が増えるよう
取組んだ。 

B 

授業では協働的・対話的な学びにタブ
レット端末を用いることができた。授
業以外の特別活動の場面においても、
自発的に動画を作成し、Teams 等で共
有するなどタブレット端末を自在に活
用することができた。 

B 

④ 

デジタル世界における生活や学習
について理解し、安全で合理的・
倫理的な方法で行動し、規範とな
る生徒を育成する。 

いたずらや逸脱行為を放置せず即応する
ことを基本とし、教科等でデジタルシティ
ズンシップの要素を与えることで、協働や
共有を円滑に進めた。 

B 

事実と根拠を常に確かめ、他者への配
慮を忘れずに、自分の責任を考えるこ
とができるよう、対話や議論を通して
様々な視点をもたせる教育活動を一層
推進する。 

B 

A＝十分達成できた B=おおむね達成できた C=未達成 

【イ】 学校関係者評価 

取組に対する評価 成果に対する評価 学校関係者委員会の見解について 

A A 規範意識を高めると同時にデジタル市民の育成を保護者、地域と協働で行うことが大切である。 

A 学校の自己評価は、A＝適正である B=おおむね適正である C=適正ではない 


